
顔認識装置を設置し、万引きを疑われる人物を入り
口でチェックしています。相当にコストもかかりそ
うですが、これだけ情報機器の進んだ昨今ですから、
万引き容疑者のデータベースが出来上がり、将来的
には小売店舗の入り口に顔認識装置が設置され、怪
しい人物をチェックし事前に万引きを防止する時代
がやってくるかもしれません。
　しかしそこには、犯罪に結びつく機微な情報は、
情報保護法では「要配慮個人情報」に当たる可能性
もあり、同意なしの取得や第三者提供が禁じられて
います。機構側はこれに対し「財産保護のために必
要な場合」は例外とする規定を根拠に「提供は可能」
と主張しています。現在、金融機関もこの例外規定
に基づき、ATMで違法な金を引き出した人物の映像
を他機関に提供しています。万引きがなくなればこ
のような苦労もしなくて済むのですが現状はなかな
かそうもいかないようです。

会長エレクトセミナー報告
田中　茂会長エレクト
　3月19日京都ウェス
ティン都ホテル京都に
て、会長エレクト研修
セミナーが行われまし
た。冒頭、中澤パスト
ガバナーが担当委員会

の委員長として、挨拶をされました。
　2650地区は4700名の会員がいて、福井、滋賀、奈良、
京都の４県をブロックとしているが、今日まで、お
互いに認め合い尊重しあってきたので、分裂するよ
うな話しが一度もない、珍しくすばらしい地区であ
る事を強調されました。
　その後、田中誠二ガバナーエレクトより、アメリ
カで行われましたペッツの報告と、地区方針の説明
がありました。今回、イアン・ライズリー会長の方
針や、地区の田中誠二ガバナーエレクトの方針を聞
いて、自分達のロータリークラブの行く末も含めて、

本日出席会員37名
　メークアップ（前々回） 3名
　出席率（前々回補正）77.59％
ロータリーソング「それでこそロータリー」　

　2月、千葉県にあるコン
ビニで万引きの被害がひど
いので、防犯カメラから写
真を作成し“この人が万引
き犯です”という張り紙を
しました。きっと、その店
のオーナーも万引き被害に

苦労していて、腹に据えかねたのでそのようなこと
をしたのだろうと思います。
　また、東京都江東区の眼鏡屋さんでもフレームの
万引き被害にあい、総額が20万円を超えたので、警
察に通報しカメラに映っていた犯人の写真を店内に
「3月1日までに名乗り出なければ写真のモザイクを消
します」ということを書いてホームページに掲載した
ということがありました。もしそれが犯人だとして
も、人権は守らなければならないから“やり過ぎ”と
いう意見もあれば“賛同できる”という声も多くあっ
たようです。そのメガネ店では、写真は公表する前
に犯人は捕まったそうです。
　小売店舗にとって万引きは死活問題です。全国の
被害は、年間4600億円、一日では12.6億円という高
額な金額になります。小売店舗の売り上げの1～ 3％
分があるだろうといわれています。私の店では、1冊
万引きされると、50冊分の純利益がなくなってしま
う計算になります。全国的な組織で、“万引犯罪防止
機構“という団体があり、そこには書店組合も加盟し
ているのですが、防犯カメラがとらえた「万引き容
疑者」の顔のデータベースをスーパーや書店などで
共有するということが検討されています。すでに千
葉県市川市のスーパーでは、5年ほど前から入り口に

力づよく、ロータリークラブの今後を共に見ようと
する意気込みを、初めて感じた次第です。
　2017－18年度国際ロータリーのテーマは、
 「ロータリー：変化をもたらす」で、変化をもたらす為
の戦略計画とロータリーの目標を図示したものです。
☆１の目標：クラブのサポートと強化
　●戦略計画を立案、実施
　●会員基盤の多様性を高める
☆２の目標：人道的奉仕の重点化と奉仕
　●ポリオの撲滅
　●財団寄付とその活用、そして会員増強
☆３の目標：公共イメージと認知度の向上
　●世界でよいことをする計画
　●多様なメディアを通してロータリーを紹介して

もらう

ニコニコ箱 …… 15,000円　　累計 961,900円

例会変更情報／福井県内ビジター受付（4月5日～4月18日）

　次に、田中誠二ガバナーエレクトの地区方針です。
2017－18年度地区スローガンは、
『愛着と誇り』です。
☆ロータリー戦略計画の優先項目
　●クラブの強化
　●人道的奉仕の重点化と増加
　●公共イメージと認知度の向上
☆現代社会とロータリー
　●さらに世界に向けた奉仕活動が求められる
☆時代の要請、ロータリー
　●自然と共生しながら持続可能な発展を

　最後に、奉仕と親睦の融合については、私たちロー
タリークラブをどうしたら活性化できるか？に対し
ての回答であると思います。1人1人の、知恵と力の
融合こそが、これからの明るいロータリークラブを
創り上げて行くことができるのだと思います。
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本日（4月4日）の例会
第一例会行事
「ロータリー基本情報･知識」
　宮前貴司クラブ管理運営委員長

4月18日
地区大会報告

4月11日→ 9日
地区大会
　場所：サンドーム福井

第3040回  例 会 記 録　平成29年3月28日(火)

会員総数

60名

＊変更の無い各クラブの定例例会については、ロータリーの友
　ホームページ等にてご確認ください。

  4月　5日 大野RC
  4月　6日 敦賀西RC
  4月　6日 福井水仙RC
  4月　7日 福井西RC
  4月12日 大野RC
  4月13日 福井RC
  4月14日 福井あじさいRC
  4月14日 福井西RC

12:00～12:30  大野商工会議所内事務局
12:00～12:30  プラザ萬象２階ロータリー事務局
18:00～18:30  福井パレスホテル
12:00～12:30  バードグリーンホテル
12:00～12:30  大野商工会議所内事務局
12:00～12:30  ユアーズホテルフクイ1階フロント
12:00～12:30  ホテルリバージュアケボノ
12:00～12:30  バードグリーンホテル

4月25日

　　　　休　　会


